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二
十
五
度
以
上
の
夏
日

が
い
つ
ま
で
続
く
の
？
と

思
っ
て
い
た
ら
、
急
に
晩
秋

の
寒
さ
に
体
調
管
理
が
追
い

つ
か
な
い
状
況
。
今
年
、
日

立
市
で
初
め
て
線
状
降
水
帯

が
発
生
し
て
大
き
な
水
害
被

害
、
人
命
も
失
わ
れ
た
。
災
害
の
少

な
い
気
候
が
温
暖
で
過
ご
し
や
す
い

と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
異
常
気

象
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

か
も
知
れ
な
い
●
海
外
に
目
を
転
じ

れ
ば
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
、

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区

ガ
ザ
を
支
配
す
る
ハ
マ
ス
と
の
戦
闘

が
再
び
始
ま
っ
た
。
子
ど
も
や
民
間

人
の
命
が
多
数
失
わ
れ
て
い
る
。
兵

士
も
命
あ
る
人
間
、
歴
史
的
な
関
係

を
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
何
も
う
ま
れ
な
い
悲
惨
な

戦
争
。
早
く
終
息
し
て
ほ
し
い
●
今

年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
イ
ラ
ン
の
女

性
人
権
活
動
家
の
ナ
ル
ゲ
ス
モ
ハ
ン
マ

デ
ィ
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。
女
性
や
少

数
民
族
の
権
利
向
上
、
死
刑
廃
止
な

ど
を
訴
え
て
活
動
、
現
在
も
刑
務
所

に
収
監
さ
れ
て
い
る
。
政
権
に
よ
っ
て

女
性
へ
の
抑
圧
が
強
化
さ
れ
、
就
労

や
中
・
高
等
教
育
の
権
利
が
奪
わ
れ

て
い
る
国
も
あ
り
、
こ
の
受
賞
は
女

性
の
人
権
を
め
ぐ
る
活
動
を
続
け
る

多
く
の
女
性
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
に
な
る

と
思
い
た
い
●
八
月
、
九
月
と
続
い
て

塙
山
学
区
で
二
つ
の
賞
を
受
賞
、
記

念
祝
賀
会
が
和
や
か
に
で
き
た
。
長

い
間
、
活
動
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人

た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。
ま
ち

づ
く
り
の
日
々
の
活
動
成
果
は
目
に

見
え
な
い
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
証

明
し
て
く
れ
る
の
で
あ
ろ
う
●
十
月
一

日
の
「
は
な
や
ま
子
ど
も
秋
ま
つ
り
」

で
、
六
年
生
十
五
名
が
子
ど
も
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
躍
。
こ
の
姿
を
見
て
い
た

下
級
生
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
願

う
と
同
時
に
、
こ
の
子
ど
も
を
主
役

に
し
た
「
祭
り
」
を
、
気
候
の
い
い

秋
の
事
業
に
大
き
く
育
て
た
い
と
思

う
。　
　
　
　
（
会
長

西
村
ミ
チ
江
）
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先
月
、
九
月
八
日
（
金
）
午
後
五
時
頃
か
ら
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
は
、
塙
山
学
区
に
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
二
〇
一
一
年
（
Ｈ
23
）
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
大
き
な
地
震
に

備
え
る
防
災
を
念
頭
に
訓
練
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
水
害
で
学
区
内
に
も
内
水
浸
水
想
定
区
域
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
、

今
後
は
豪
雨
に
対
応
す
る
防
災
へ
の
備
え
の
必
要
性
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

当
会
や
塙
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
少
年

団
等
の
団
体
で
構
成
す
る
「
子
ど
も

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
主

催
の
は
な
や
ま
子
ど
も
秋
ま
つ
り

二
〇
二
三
が
十
月
一
日
（
日
）、
午
後

三
時
か
ら
塙
山
小
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
百
五
十
名
の
児
童
と
六
十
二
名

の
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
祭
り
で
は
、
十
五
名
の
六

年
生
が
子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
、
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

射
的
、
輪
投
げ
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
、
く
じ
引
き
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
型
抜
き
、
吹
上
パ
イ
プ
、
駄

菓
子
や
の
八
種
類
の
遊
び
を
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
校
庭
で
行
う
予
定
だ
っ
た
も

ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
（
お
や
つ
タ
イ
ム
）
と

抽
選
会
は
お
天
気
の
関
係
で
体
育
館

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
抽
選
会

で
は
番
号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
た
び

に
歓
声
が
あ
が
り
、
一
等
の
ハ
ロ
ウ
ィ

台
風
十
三
号
の
豪
雨
に
よ
る
学
区

内
の
被
害
発
生
時
の
対
応
を
踏
ま
え
、

九
月
二
十
一
日
（
木
）、
正
副
会
長
五

人
で
、
避
難
所
開
設
、
役
員
の
参
集
、

状
況
把
握
と
行
動
、
避
難
行
動
要
支

援
者
へ
の
対
応
、
被
害
調
査
の
方
法
、

被
害
者
対
応
と
活
動
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

現
状
と
対
策
で
は
、
①
災
害
時
の

初
期
参
集
条
件
と
参
集
者
、
②
状
況

把
握
と
連
絡
網
整
備
、
③
避
難
所
開

設
と
初
動
体
制
、
④
住
民
避
難
の
対

応
、
⑤
相
談
窓
口
と
行
政
と
の
連
携
、

⑥
被
害
者
支
援
、
⑦
学
区
内
危
険
箇

所
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
な
ど
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
時
間
を
か

ン
ケ
ー
キ
と
焼
き
菓
子
の
セ
ッ
ト
は
三

年
生
の
岡
田
翔
真
さ
ん
が
見
事
ゲ
ッ

ト
。
ま
た
、
今
回
の
抽
選
会
等
に
は

塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
か
ら
図
書

カ
ー
ド
等
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
と
な
っ
た
子
ど
も

ま
つ
り
。
雨
の
た
め
最
終
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
花
火
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
先

生
方
も
た
く
さ
ん
会
場
に
足
を
運
ば

れ
、
催
事
や
警
備
担
当
を
含
め
た
多

く
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

た
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

け
て
整
備
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
、
水
害
を
想
定
し
た
災
害
に

も
備
え
ま
す
。

今
年
三
月
に
市
か
ら
全
戸
配
布
さ

れ
た
「
大
久
保・河
原
子・塙
山・大
沼・

金
沢
・
水
木
学
区
防
災
マ
ッ
プ
」
に
、

塙
山
学
区
内
に
「
内
水
浸
水
想
定
区

域
」
の
表
示
が
あ
り
、
今
回
、
水
害

が
発
生
し
た
地
域
が
当
て
は
ま
っ
て
い

ま
す
。（
※
地
図
参
照
）

こ
の
マ
ッ
プ
は
水
位
五
〇
㎝
を
想

定
し
た
区
域
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
日
立
市
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

重機で復旧作業（金沢川付近）

日
立
市
新
任
職
員
研
修
生
五
名
の

二
日
間
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
体
験
」

研
修
が
、
十
月
十
二
日
（
木
）
か
ら

始
ま
り
、
十
月
二
十
一
日
（
土
）
は
塙

山
学
区
防
災
訓
練
で
、
五
年
生
の
炊

き
出
し
訓
練
の
指
導
、
体
育
館
で
災

練
後
は
、
親
子
で
体
育
館
の
避
難
所

見
学
、
同
時
に
救
援
物
資
の
配
給
も

行
い
ま
す
。
一
般
の
方
の
避
難
所
見
学

は
午
前
十
一
時
か
ら
で
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
準
備
の
都
合
上
、
事
前
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
話

３
４
‐
５
４
０
４

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

６年生ボランティアも大活躍

今
回
の
台
風
十
三
号
の
豪
雨
で
、

防
災
無
線
で
避
難
所
開
設
の
情
報
が

流
れ
て
か
ら
開
設
ま
で
に
、
大
渋
滞

の
た
め
一
時
間
以
上
の
時
間
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。

改
め
て
市
と
自
主
防
災
組
織
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
大
地
震
対
応
に
加
え

て
水
害
時
対
応
に
つ
い
て
も
、
初
動

体
制
や
情
報
収
集
方
法
な
ど
の
役
割

分
担
の
再
検
討
を
要
望
し
ま
す
。

十
月
二
十
一
日
（
土
）、
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
、
小
学
生
の
防
災
教
室
、

避
難
所
立
ち
上
げ
、
避
難
行
動
要
支

援
者
安
否
確
認
の
三
部
で
行
い
ま
す
。

一
年
生
か
ら
四
年
生
の
防
災
教
室

は
防
災
士
が
担
当
。
五
年
生
は
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
袋
で
の
炊
き
出
し
の
初
体

験
、
二
五
〇
人
分
を
作
り
ま
す
。
六

年
生
は
体
育
館
で
大
人
と
一
緒
に
備

蓄
倉
庫
か
ら
資
材
を
運
び
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
で
避
難
所
開
設
訓
練
を

行
い
ま
す
。

全
学
年
が
体
験
す
る
煙
道
体
験
は

教
室
を
利
用
し
て
実
施
、
日
立
市
で

初
の
試
み
と
な
り
ま
す
。

児
童
の
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
訓

害
写
真
パ
ネ
ル
説
明
を
担
当
し
ま
す
。

十
二
日
に
は
当
会
の
ま
ち
づ
く

り
の
考
え
方
や
多
彩
な
事
業
を
研
修
、

「
塙
山
こ
ど
も
わ
く
わ
く
広
場
」
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、
定
例
福
祉
局
会
議
に

出
席
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
見
学
し
ま

し
た
。

ま
た
、
塙
山
学
区
防
災
訓
練
で
担

当
す
る
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
袋
の
炊
飯
方
法

や
、
災
害
写
真
パ
ネ
ル
説
明
の
研
修

も
行
い
ま
し
た
。

Ｒ４年度防災訓練の様子
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
一
、一
二
三
円

九
月
十
四
日
、
二
十
一
日
、
二
十
五

日
、
二
十
六
日
、
二
十
八
日
の
五
日
間
、

三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
書
写
（
毛

筆
）
の
作
品
づ
く
り
に
地
域
か
ら
石

井
節
子
さ
ん
、
鈴
木
明
子
さ
ん
、
林

世
紀
子
さ
ん
、
日
下
礼
子
さ
ん
、
塩

野
輝
子
さ
ん
の
五
名
が
外
部
講
師
と

し
て
応
援
し
ま
し
た
。

三
年
生
は
初
回
か
ら
の
作
品
づ
く

り
、
四
年
生
以
上
は
担
任
の
先
生
や

書
写
専
科
の
鈴
木
先
生
と
練
習
を
重

ね
て
お
り
、
仕
上
げ
の
段
階
で
の
指

導
に
な
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間

で
の
作
品
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

塙
山
っ
子
ら
し
い
元
気
な
作
品
が
完

成
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
、
当
会
の
塙
山
通
り

の
清
掃
活
動
が
認
め
ら
れ
「
国
土
交

は
な
や
ま
エ
コ
・
ま
ち
体
験
隊
の

十
四
名
が
参
加
し
て
、十
月
八
日
（
日
）

「
茨
城
県
水
郷
県
民
の
森
」
で
森
林
・

林
業
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
十
九
名
で
、
大

型
バ
ス
を
利
用
し
、
イ
オ
ン
東
海
店
へ

買
い
物
に
行
き
ま
し
た
。

食
品
や
洋
服
な
ど
の
買
い
物
後
、

ば
ん
ど
う
太
郎
で
会
食
。
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
久
し
ぶ
り
の
バ
ス
で
の
外
出
を

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

十
月
一
日
（
日
）
午
前
八
時
か
ら

少
年
団
代
表
等
、
約
五
〇
名
の
和
や

か
な
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
や
来
賓
あ
い
さ
つ
、
来
賓

紹
介
、
賞
状
披
露
、
受
賞
経
過
と
活

動
紹
介
、
乾
杯
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
会
場
は
穏
や
か
な

雰
囲
気
に
包
れ
ま
し
た
。

な
お
、
日
立
市
で
行
わ
れ
た
賞
状

伝
達
式
は
、「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」

は
八
月
二
十
二
日
（
火
）、「
ラ
ジ
オ
体

操
優
良
団
体
府
県
等
表
彰
」
は
九
月

二
十
六
日
（
火
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
十
六
日
（
土
）、
自
治
会
・
町

内
会
等
代
表
、
エ
リ
ア
協
力
員
、
諸

団
体
代
表
と
当
会
か
ら
正
副
会
長
、

部
長
等
二
十
四
名
が
出
席
し
て
、
令

和
五
年
度
第
二
回
定
例
幹
事
会
が
塙

山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
学
区
内
九
エ
リ
ア
（
塙
山
団
地
・

塙
山
南
、
東
塙
山
・
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
・

あ
た
ご
、
大
久
保
三
丁
目
、
大
久
保

五
丁
目
、
千
石
町
四
丁
目
、
金
沢
一

丁
目
、
金
沢
二
丁
目
、
金
沢
三
丁
目
、

森
下
団
地
）
の
自
治
会
等
の
代
表
者

や
エ
リ
ア
協
力
員
か
ら
は
、
九
月
八
日

（
金
）
に
発
生
し
た
台
風
十
三
号
の
被

害
状
況
等
の
報
告
が
あ
り
、
当
会
が

把
握
し
た
被
害
状
況
に
加
え
、
よ
り

詳
細
な
当
日
の
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
改
め
て
情
報
提
供
及
び

情
報
共
有
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
、十
月
二
十
一
日
（
土
）

に
実
施
す
る
「
防
災
訓
練
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
当
日
の
訓
練
内
容
と

流
れ
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

「
は
な
や
ま
修
理
公
園
」
の
清
掃
活
動

を
実
施
、
七
時
三
十
分
頃
の
雨
雲
レ
ー

ダ
ー
で
中
止
の
判
断
が
遅
れ
た
た
め
、

ス
タ
ー
ト
時
間
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
応

援
隊
、
未
来
地
球
局
メ
ン
バ
ー
、
当

会
役
員
な
ど
が
参
集
。
前
日
に
刈
り

払
い
機
で
作
業
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー

の
お
か
げ
で
小
雨
の
中
で
の
短
時
間
の

作
業
と
な
り
ま
し
た
。

十
月
一
日
（
日
）
未
来
地
球
局
メ

ン
バ
ー
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
で
、
交

流
セ
ン
タ
ー
南
側
に
設
置
し
て
い
た

ゴ
ー
ヤ
ー
の
ネ
ッ
ト
外
し
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
は
猛
暑
が
続
い
た
こ
と
で

ゴ
ー
ヤ
ー
は
早
期
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
来
年
は
防
虫
対
策
と
保
水

方
法
な
ど
を
工
夫
し
て
育
て
よ
う
と

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　　

◇
設
置
及
び
更
新
費
用
の
１
／
２

（
た
だ
し
上
限
五
万
円
）

（
市
補
助
の
半
額
）

◇
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

一・三
万
の
場
合

千
円
補
助

◇
電
動
ご
み
処
理
機

十
万
円
の
場
合

１
万
円
補
助

夏
休
み
に
入
っ
た
八
月
か
ら
一
ヶ

月
間
、
十
四
名
の
子
ど
も
た
ち
が
エ
コ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
交
流
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
小
さ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
七
項
目
の
エ
コ

マ
ー
ク
シ
ー
ト
で
、
実
行
で
き
た
日
は

色
で
染
め
る
方
法
で
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
エ
コ
な
生
活
を
心
が
け
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

新しく設置されたボックス

通
大
臣
表
彰
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
塙
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
が
、
か
ん
ぽ
生
命

「
ラ
ジ
オ
体
操
優
良
団
体
府
県
等
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
（
金
）
午
後
五
時

か
ら
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
ダ
ブ

ル
受
賞
記
念
祝
賀
会
」
を
開
催
、
市

関
係
者
や
長
い
間
活
動
に
関
わ
っ
て
い

る
リ
ス
タ
ー
ト
は
な
や
ま
の
メ
ン
バ
ー
、

当
会
の
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ス
ポ
ー
ツ

木がわずかな水を吸い上げる音を聞く

森
林
が
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
働
き

を
持
っ
て
い
る
な
ど
森
林
の
役
割
に
つ

い
て
指
導
員
の
説
明
を
受
け
、
間
伐

材
を
利
用
し
た
丸
太
切
り
に
も
挑
戦
。

自
然
観
察
で
は
、
フ
ク
ロ
ウ
の
巣
箱
探

し
、
ブ
ナ
の
木
は
細
菌
で
枯
れ
る
事
を

和やかな雰囲気の祝賀会

学
び
、
絶
滅
し
な
い
よ
う
植
物
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

ま
た
、
聴
診
器
で
木
が
水
を
吸
い

上
げ
て
い
る
微
か
な
音
を
確
認
、
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。




